平成1８年度事業計画書

Ⅰ．学術集会、講演会、シンポジウムの開催
（１）日本心理学会第70回大会
　　　　期日：11月３日―５日

   会場：福岡国際会議場
　    　主催校：九州大学（大会会長：箱田裕司教授）

（２）公開シンポジウムとその拡充

　　　メインテーマ：「こころとからだの健康」の心理学

　　　　　　　――bio-psycho-socioの視点から生き方の質（Quality of Life）を考える

　　　　公開シンポジウム開催期日：７月30日（日）
　　　　会場：科学技術館サイエンスホール

　　　メインテーマの下に、公開シンポジウム以外に計３回にわたり、学会員、社会人等を対象に全国各地で

シンポジウムを開催する。シンポジウムのテーマは、①高齢者・ターミナルケア・QOL、②薬物依存・

脳神経系の変化、③職場ストレス・企業における心のケア、④生活習慣病・健康行動をキーワードとする。

（３）青少年向け講座

　　　「小・中・高校生のための心理学を学ぶ教育プロジェクト」の実施

Ⅱ．学会誌等の刊行　

（１）機関誌『心理学研究』第77巻第1号～第6号
（２）機関誌 “Japanese Psychological Research” Vol.48, No.2～No.4 & Vol.49, No.1

（３）『心理学モノグラフ』第31号　

（４）会誌『心理学ワ－ルド』第33号～第36号

　　　　　　　　　　　　
Ⅲ．研究業績の表彰と研究の奨励

（１）日本心理学会優秀論文賞の選考と授与

　　　平成17年度刊行の『心理学研究』および “Japanese Psychological Research” （特集号を除く）掲載の原著論文のうちから選考委員会において授賞論文を決定し、大会時にその授与を行う。

（２）優秀論文賞受賞者への研究奨励金の授与
　

IV．国際賞の創設と表彰

（１）国際賞の創設

（２）国際賞選考委員会による国際賞の選考

（３）国際賞の授与

　　　学会創立80周年記念式典時に、その授与を行う。

V．資格の認定

（１）日本心理学会認定心理士資格の審査と授与

　　　資格認定委員会において申請について審査を行い、適格と認められた者に資格を授与する。

（２）認定心理士研修会

　　　地域ブロックごとに研修会を開催する。　

　

　

VI．学会業務の電子化とその促進

（１）機関誌投稿編集業務の電子化　　　

（２）学会ホームページのリニューアル

（３）事務局業務の電子化

VII．関連学術団体等との連絡および協力

（１）国際心理科学連合　　　

（２）国際テスト委員会

（３）日本学術会議

（４）日本心理学諸学会連合

（５）日本認定心理士会

VIII．本会の目的を達成するために必要なその他の事業

（１）創立80周年記念事業

（２）各種委員会の開催

（３）部会・研究会等の支援

（４）会員名簿の改訂ならびに発行

（５）代議員・理事選挙の実施

（６）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上







PAGE  

